
ハーベストエラー解消の手順
（おまけ）国立国会図書館への博士論文本文データ提供

第4回学術コミュニケーションセミナー
IRDB-カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように-

2024/1/17
4

IRDB- -
第 回学術コミュニケーションセミナー
カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように 1

筑波大学 学術情報部情報企画課 リポジトリ担当 石津 朋之
大石 柾洋

2024年1月17日、19日
スライド番号15を追加
20,21,29-32に修正あり



ハーベスト処理におけるエラー解消の手順について
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1．ハーベスト処理結果通知メールを確認

2．学術機関リポジトリデータベース（IRDB）サイトにログインし、

マイコンテンツにて項目エラーとワーニングの詳細を取得

3．取得したデータをExcelに貼付ける

4．グルーピング（件数が多い場合のみ）

5．修正（エラーの種別）

（補足）個別のアイテムのハーベスト状況の確認

（補足）削除アイテムの確認方法



1．ハーベスト処理結果通知メールを確認
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ハーベスト対象データ件数＝
登録件数＋更新件数＋削除件数

＋レコードエラー件数

レコードエラーは、
メール本文に直接記載されている

レコードエラー1件目

レコードエラー2件目

項目エラー・ワーニングは、
確認先URLからアクセスできる
IRDBのマイコンテンツから確認できる
（要ID・パスワード）

削除アイテムは、
IRDBの検索およびマイコンテンツを
利用し削除されているか確認できる

修正の優先度

高レコードエラー
↓
中項目エラー
↓
低ワーニング



2．学術機関リポジトリデータベース（IRDB）サイトにログインし、
マイコンテンツにて項目エラーとワーニングの詳細を取得
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1日前の日付を入力する

（項目エラーを調べる場合）
「1」を入力し、「検索」実行する

ワーニングを調べたい場合は、
こちらに「1」を入力し、「検索」実行する

ハーベスト処理結果通知メールの項目エラー件数（99件）と
IRDBマイコンテンツで検索した結果（32件）が異なっているように
見えるのは、
・前者は項目エラーの箇所の総数
・後者は項目エラーになっているアイテムの総数
を表示しているから
検索結果として表示された一覧の項目エラー件数を全て足すと
処理結果通知メールの件数と同数になる

ちなみに今回エラーが多くなった原因は、

インデックスの更新を行ったことで、紐づい
ていたアイテムのdatestampが更新されたこ

とにより、移行時にエラーになっていたアイ
テムが再ハーベストされたため



3．取得したデータをExcelに貼付け、グルーピングする
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① からCSVファイルを取得するか、

検索結果一覧を全選択してコピー後、Excelに貼り付ける

筑波大学では、

検索結果一覧を全選択してコピー後、
Excelに貼り付ける方法で行っています。
（作業工数が少なく楽なので）



4．グルーピング（件数が多い場合のみ）
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「該当アイテムのURL」からアイテム詳細画面にアクセスし、

雑誌名や著者名で共通する部分がないか確認

⇒共通する部分があれば一括修正ができる！

今回のハーベストはエラーが多かったため
雑誌名を追記し、グルーピングを行いました



実演
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ここまでの流れを実演します



5．修正（エラーの種別）
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レコードエラーで見かけたエラー①

・[タイトル] 言語が重複しています。 (en) 

⇒日本語タイトル、英語タイトルともに言語を誤って「en」と設定していた

・ [JaLC DOI 必須項目] creatorName 言語属性が見つかりません。

⇒DOI付与論文の作成者姓名言語設定漏れ

・[作成者] 作成者が設定されていません。

⇒博論登録時に作成者を記入忘れ

修正優先度：高

修正優先度：高

修正優先度：高



5．修正（エラーの種別）
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レコードエラーで見かけたエラー②

・ [博士論文] アクセス権にOpen access以外が設定されています。

⇒設定漏れ

・ [jalc] DOI付与済みのアイテムから、DOIが削除されています。

⇒DOIを取り下げしたアイテムのため修正不可

修正優先度：高



5．修正（エラーの種別）
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項目エラーで見かけたエラー①

・[作成者姓名] 日本語が設定されていません。

⇒ja-Kanaを設定している作成者姓名がある際に、日本語姓名はあるが言語設定漏れ、

または、英語姓名とカナ姓名の2つのみが登録されている

・ [作成者姓名] 言語が重複しています (en)

⇒タイトル言語が重複するとレコードエラーになるが、作成者姓名が重複すると項目エラーに

・[日付] 日付種別が設定されていません。 (2022)

⇒「Issued」設定漏れ

修正優先度：中

修正優先度：中

修正優先度：中



5．修正（エラーの種別）
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項目エラーで見かけたエラー②

・ [関連情報] prefixの形式が不正です。

⇒URLに余計な文字が入っている

修正優先度：中



5．修正（エラーの種別）
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ワーニングで見かけるエラー①

・ [タイトル] タイトルと言語が一致していません。 (jpn->---)

⇒タイトル言語が未設定の際にも出てくるエラー

・ [タイトル] 言語が未設定です。

⇒タイトル言語設定漏れ

・[作成者姓名] 言語が未設定です。

⇒作成者姓名言語設定漏れ

修正優先度：低

修正優先度：低

修正優先度：低



5．修正（エラーの種別）
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ワーニングで見かけるエラー②

・ [出版タイプ] 出版タイプに値が設定されていません。

⇒学術雑誌論文において、出版タイプ（AO,AM,VoR）設定漏れ

・ [収録物識別子] 識別子にISSNが設定されています。

⇒PISSNやEISSNでなくISSNになっている

・[博士論文] 本文URL(全文)がないため、博士論文提出チェックは実行されませんでした。

⇒やむを得ない事由により本文(fulltext)でなく要約(summary)を登録した場合に発生のため修正不要

修正優先度：低

修正優先度：低



（補足）個別のアイテムのハーベスト状況の確認
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https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/records/2009108

IRDBのマイコンテンツからは
個別のアイテムの状態の詳細を
確認することもできます

検索実行後表示された、oai-id列に

記載されたリンクをクリックすると、
詳細を確認できます



（補足）個別のアイテムのハーベスト状況の確認
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リポジトリに登録したアイテムのCiNiiへの反映やDOI
有効化の時期についての先生からのお問い合わせ
に対しての回答例

2023/12/07の18：09にハーベストされた、DOIを付与したアイテムで、エラーなく収集された。
OAI連携先種別に記載されているように、今後JaLC・CiNii・IRDBに連携され検索できるように
なる予定であることがわかる。

※このスライドは1月17日のWebinar終了後に追加しました。



（補足）削除アイテムの確認方法
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https://tsukuba.repo.nii.ac.jp/records/2005735

個別登録し、ハーベストがされた後、
ハンドルIDが付与されていなかったこ

とに気づき、空更新やインポートによ
る更新を試したが解消されなかった
ため、別途新たに登録し直したところ、
そちらにはハンドルIDが付与された
ので、削除することにしたアイテム

IRDBの検索機能でも、登録し直したアイテムのみが表示されている
⇒IRDBから削除されたので、リポジトリからも削除してOK

一度でもハーベストされた
アイテムを削除したい場合は、

リポジトリ上で削除する前に
削除情報をハーベストさせる
必要があります

ハーベスト処理結果通知メールで
削除件数に数値が記載されていれ
ば削除情報が伝わったことになる

IRDBの検索にてタイトルを入力するか、
マイコンテンツにてoai-idを検索し
本当に削除されたかを確認する



（おまけ）国立国会図書館への博士論文本文データ提供
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1．国立国会図書館（NDL）による本文データ自動収集とIRDBによるハーベストとの関係

2．NDLによる本文データ自動収集の条件

3．NDLによる自動収集がされない場合の手動送信

4．自動収集／手動送信後の利用制限／解除依頼

（参考）
https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/jpcoar/dataprovide_ndl
https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/faq/cat-a/89



1．NDLによる本文データ自動収集とIRDBハーベストとの関係
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（参考） https://www.ndl.go.jp/jp/collect/hakuron/index.html
（画像素材）いらすとや https://www.irasutoya.com/

各機関でリポジトリに登録した博士学位論文について
メタデータのフォーマットが条件を満たせば
まずはメタデータがIRDBを経由してNDLに収集される

NDLは収集したメタデータに基づき
各機関リポジトリから博士学位論文の
本文ファイルを自動的に収集する

収集された本文データはNDLの館内（本館・関西館）
で閲覧・複写が可能

メタデータ

本文

ハーベスト

IRDBを経由して
メタデータを収集

本文を
自動収集

NDL

博士学位論文の本文とメタデータを
各機関のリポジトリで登録・公開

IRDB



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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本文データ自動収集の条件は
IRDBサポートサイトのハーベスト仕様を確認

https://support.irdb.nii.ac.jp/ja/harvest/jpcoar/dataprovide_ndl



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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チェックは2段階で行われる

DOI の付与も自動収集に必須
DOIの付与は必須ではない

※ 1月17日のWebinarにおいて、自動収集に際してDOIの
付与が必須と、誤った情報をお伝えしておりました。
お詫びのうえ訂正いたします。



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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【補足】
何らかの理由でDOI を取り下げてしまうと
同じアイテムには元のDOI も新しいDOI も
付与できなくなる

本文を一時的に非公開にする場合も、再度
公開する場合に備えて取り下げは慎重に！

※ DOIの付与は必須ではありませんが、
付与する場合は以降の注意点をご参照ください。



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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DOIを付与すると後から資源タイ
プの変更ができなくなる！
先に“doctoral thesis”に設定して
おくこと！

ワーニングが出るのは
年月日を正しく入力できていない場合のみ

※機能変更の予定あり
（リリースノート 2023-Q4）



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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本文URLはファイル登録時に自動で
入力されるはず
（一括更新時などは要注意！）

筑波大学ではJPCOARスキーマの統制語彙に沿って
博士論文本文 ＝ ”fulltext”
本文の要約 ＝ ”summary”
審査の要旨 ＝ ”abstract” で登録している

https://schema.irdb.nii.ac.jp/ja/schema/1.0.2/35-.1

逆に自動収集されたくない場合は
オブジェクトタイプを”fulltext”以外に
設定するか…… （次のスライドへ）



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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2段階目のチェックは
正しく入力できていないと
レコードエラーになる
（ハーベストエラーメールの
本文に記載される）

（前スライドのつづき）
アクセス権を”open access”以外に
設定すると自動収集されない



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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2．NDLによる本文データ自動収集の条件

2024/1/17
4

IRDB- -
第 回学術コミュニケーションセミナー
カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように 26

正しくハーベストされたかどうかは
IRDBのマイコンテンツから確認できる



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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OAI連携先種別に
「ndl」の記載があればOK



2．NDLによる本文データ自動収集の条件
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IRDBサイトで検索すると
ハーベストされた詳細な
内容を確認できる



送信システムの利用には事前に
ID・パスワードの発行が必要

3．NDLによる自動収集がされない場合の手動送信

2024/1/17
4

IRDB- -
第 回学術コミュニケーションセミナー
カラクリと役割：どこから・どこへ・どのように 29

学位授与年月日が2013年3月31日以前の場合はNDLに印刷物を送付する

※本スライド下部の参考Webサイト「6. 電子データがない博士論文の取扱い」に
送付に際しての注意事項が記載されています

以下の場合には国立国会図書館送信システムから本文とメタデータを手動で送信する

・国立情報学研究所のメタデータ自動収集に対応しない機関リポジトリや学位授与大学等
のホームページなどで博士論文全文を公開している場合

・ 「やむを得ない事由」により、インターネットに博士論文全文を公表しない場合

※参考Webサイト「2. 博士論文の送付方法」
（2）（1）以外の機関リポジトリやホームページ等で公表する場合
（3）インターネットを利用して論文の全文を公表しない場合

（参考）https://www.ndl.go.jp/jp/collect/hakuron/

※こちらのスライド以降は、1月19日に国立国会
図書館様からのご指摘とご案内をいただき、
内容を大幅に差し替えました。



3．NDLによる自動収集がされない場合の手動送信
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NDLに収集された博士論文は原則として館内限定で公開され
著作権法において定められている範囲において複写物の提供が行われる
インターネット公開は許諾が得られた場合にのみ行われる

※参考Webサイト「5. 国立国会図書館における利用」
https://www.ndl.go.jp/jp/collect/hakuron/

各機関のリポジトリにおいて本文を非公開とする場合であっても
NDL館内における利用提供は原則として上述の通り行われる

※ NDL館内における閲覧または複写に関しても制限すべき事情があれば
各機関から個別に申し出るよう、ご指摘とご案内をいただきました

※参考Webサイト
「国立国会図書館施設内における閲覧に制限を設けることはできますか？」
https://www.ndl.go.jp/jp/help/dissertations.html

※こちらのスライドは、国立国会図書館様からの
ご指摘とご案内をいただき差し替えたものです。



3．NDLによる自動収集がされない場合の手動送信
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以下の場合には、国立国会図書館送信システムから本文とメタデータを手動で送信する

・学位授与年月日が2013年3月31日以前の場合はNDLに印刷物を送付する
・資源タイプを“doctoral thesis”に設定する前にDOIを付与してしまった場合
・やむを得ない事由により機関リポジトリ上で本文データを公開できない場合

※やむを得ない事由により本文非公開の場合は
その理由を添えて「利用制限」を依頼する
（本文の閲覧をNDL館内に限定し、印刷も不可とする）

（参考）
https://www.ndl.go.jp/jp/collect/hakuron/index.html
https://dl.ndl.go.jp/dms/doctor/login

送信システムの利用には事前に
ID・パスワードの発行が必要

これらは、あくまでも筑波大学の場合における運用であり、
NDLにおける利用提供の制限は、各大学・機関における事情
に合わせて慎重な検討が必要とのことです。

各大学・機関様におかれましては、まずはNDLのご担当窓口
まで、個別にご相談を差し上げるようお願いいたします。

※こちらのスライドは、国立国会図書館様からの
ご指摘とご案内をいただき差し替えたものです。
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・後から、やむを得ない事由が解消した場合は
リポジトリに本文ファイルを登録・公開するとともに
NDLにメールで「利用制限」の解除を依頼する

修正が反映されればNDLデジタルコレクションからの
遠隔複写が利用できるようになる

・後から何らかの理由で本文を公開できなくなった場合でも
一度NDLに収集された本文データは削除されない

NDL館内での閲覧も制限できないが印刷は不可にできる
NDLデジタルコレクションの遠隔複写も利用を制限できる

・ NDLにメールで「利用制限」を依頼すれば
公開ページに備考として記載してもらうことができる

国立国会図書館デジタルコレクションでの表示

※こちらのスライドは、国立国会図書館様からの
ご指摘とご案内をいただき差し替えたものです。

こちらも、あくまでも筑波大学の場合における運用であり、
各大学・機関では事情が異なる場合があるとのことです。

NDL館内における利用提供の制限に係る対応については、

まずは個別にお申し出・ご相談を差し上げるようお願いいた
します。



ご清聴ありがとうございました

IRDBハーベストの仕組みを理解して

JPCOAR参加機関同士で協力しながら

学術情報を世の中に発信していきましょう
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筑波大学附属図書館キャラクター
ちゅーりっぷさん がまじゃんぱー
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